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問１
Ⅰ　直前に「言い訳めいたことは口にせず」とあるので、すばやく行動していることがわかる。
Ⅱ　言いたいことがあるのだが、なかなか切り出せずにいた父が、本題を話し始めた様子に合うものを選ぶ。
問２
｢かがしら」に向かない時間でもかまわないのは、釣りが口実だからである。
問４
ａは「死んだお母ちゃんの初盆のとき」の舟だから実母、ｂ・ｄは父が気持ちをわかってやってほしいと考えている継母、ｃはあとに「日記」とあるので、日記を書いた実母。
問５
父は、死んだ母のことが忘れられない敬一に困っているのに、敬一が母の初盆のことは忘れてしまっているから、うまくいかないものだと思って苦笑しているのである。

問６
敬一の死んだ母を慕う気持ちに心が動いて、涙ぐみそうになったのを、現在の生活をうまく過ごすためには打ち消さなければいけないと、乱暴に何度も顔をこすっている父の心情を読み取る。

問７
母の日記をずっと持っていたいのにそれができない悔しさが心情の中心である。言葉は写せても母の筆跡は返さねばならないのである。
